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寄稿

大学改革と地理学教室

石原 潤（昭和37年卒）

本年4月 1日付けで、名古屋大学文学部

より、京都大学文学部（公式には大学院文

学研究科）に転任いたしました。 30年ぶ

りの京大の変わり様に感慨に浸る間もなく、

水津先生のご逝去と言う予期せぬ出来事が

あり、悲しくも慌ただしいスタートとなり

ました。新任の所感を述べよとの編集者の

ご注文ですので、私自身いささか関わって

まいりました現在進行中の大学改革と、そ

れとの関連における地理学教室のあり方に

ついて、所感を述べさせていただきます。

今度の大学改革は、戦後の新制大学発足

時以来の大改革であると言われています。

新制への移行が全国一律で瞬時に行われた

のに対して、今回の改革は大学毎に違った

かたちとスピードで行われていますが、数

年たって全国を見渡すと、なるほど大改革

であったなと実感されるのではないかと思

われます。改革は、カリキュラムの大綱化

（教養課程の廃止と全学共通科目化）から

始まり、教養部の解体／再編成へ、さらに

学部の再編成（大講座化や学科改組）を経

て、大学院の拡充（大学院重点化や独立専

攻の新設）へと進んでいます。

教養課程の改革では、多くの大学で「地

理学」と銘うった授業科目が無くなりまし

た（幸い京大では残されましたが）。この

ことは、長期的には影響が大きいと考えて

います。

また1日教養部の地理学担当教官の多くが、

新たな学際的な学科・コースを担当するよ

うになりました。そこでは各教官の力量と

アイデンテイテイーが問われることになり

ますが、このような学科・コースの発足は、

本家の地理学教室にとっても新たな競争相

手の出現を意味します。

学部の再編成でも、大講座化に際して、

いくつかの大学で「地理学」の名が無くな

ったと聞いていますが、少なくとも旧 7大

学など基幹的な国立大学ではこれを残そう

と、連絡を取りあいながら頑張った結果、

東北大理、東大理、名大文、京大文、広大

文、九大文の各学部には「地理学」の名が

入った大講座が維持されました。その上、

阪大文には「人文地理学」大講座が、北大

文にも「地域システム」大講座が成立した

のですから、これは大成功であったと言え

るでしょう。

大学院の再編成に際しては、一般に「専

攻」の規模が拡大しますので、地理学だけ

で「専攻」を維持するのは困難で、各大学

では「専攻」の下の r専修」や「専門」の

かたちで、実質的に専攻を維持しようとし

ています（京大でも同じです）。問題はむ

しろ、重点化に際して、学生定員が増加し、

しかも定員の充足を文部省から要求される

ことで、全国的に特に修士課程学生の急増

が目立ちます。また、文科系でも課程博士

を恒常的に出すこと、しかもなるべく 3年

間の課程内で出すことが要求されつつあり

ます。このことは、学生にとっても大変で

すが、教官にとっても大きな負担となるで

しょう。

これらの改革を行うと、確かに予算が増

え、設備も改善される可能性が高まります

が、そこはアメとムチ、 「自己点検」や

「他者評価」が待ち構えています。英米の

ように、大学教官の任期制の導入や、全国

の学科間の順位評価も、近い将来ありうる

のではないかと危惧しております。

このような流れの中で、地理学教室の近
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未来を窺うと、多くの新しい事態が予想さ

れます。特に大学院に関しては変化が大き

く、各大学は優秀な学生の獲得にしのぎを

削ることになるでしょう。急増する修士課

程終了者は、公務員・コンサルタント・高

校教員などに新たな進路を見いだすことが

必要になるでしょう。博士課程終了者は学

位を取ることが通常化し、研究職を手に入

れるためには激しい競争に打ち勝つ必要が

あるでしょう。

かつて永井文相は、日本の大学の構成を

「富士山型」から「八ヶ岳型」にするのが

理想だと語りましたが、私は、こと地理学

界に関する限り、もう 20年ほど前から

「八ヶ岳型」が実現していると見ています。

昨年のこの欄で石川義孝氏が、学会誌への

投稿数を基準に院生諸君の奮起を促されま

したが、私は少し違ったデータを紹介した

いと思います。昨年の文部省科学研究費人

文地理学分野の採択者数（研究代表者数）

を出身大学院別に集計しますと（若干の不

明者がありますが）、 1位広大、 2位名大、

3位筑波大、 4位京大の順となります。京

大はある程度健闘しているように見えます

が、それはむしろ中年以上の出身者の貢献

によるのであって、 3 7歳以下の若手研究

者が毎年出願でき採択率も高い「奨励研究

A」に限ると、京大出身者の採択数はゼロ

であって、広大、名大、筑波大、都立大、

東北大、阪大に遅れをとっています。

しかしながら、 4月以来、京大の現大学

院生と接して、彼らが高い水準の研究活動

を目指し努力していること、最近は学会誌

にどんどん投稿していることを知り、感銘

を受けております。上記のような状態は、

近い将来解消されるものと期待しておりま

す。

講演会の報告

1995年11月10日に文学部博物館において

文学部特別講演としてアラン・ベーカー先

生に，談話会秋期講演会として小長谷一之

先生に講演していただきました。

歴史地理学の歴史と地理について

アラン・ベーカー博士

（ケンブリッジ大学）

今からちょうど70年前， 「全ての地理学

は歴史地理学である」とロードウェル・ジ

ョーンズは，彼の教授就任記念講義で宣言

しました。それから20年後，デルウェント

・ウィットルセーは， 「地理学のいかなる

言明も，時間という要素に配慮することが

なければ，不完全なものである」と述べて

います。その少し後，ヘンリー・クリフォ

ード・ダービーは歴史と地理の間に線を引

くことはできないと考えました。

地理学の研究は，これまで常に，歴史と

いうものに裏付けられた研究でありました

し，これからもそうであらねばなりません。

現代を扱う地理学も過去を扱う地理学も，

共に地理的変化という問題に取り組んでい

ます。地理学の歴史を通じて，これら 2つ

の地理学の間の論理的な連関が，根本的な

結合力となってきました。

2つの地理学の関心は時間や空間ごとに

大きく異なっています。私はこの講演にお

いて，歴史地理学の中に存在する幾つかの

相違点，それは歴史的・地理的なものであ

りますが，これについて考えてみたいと思

います。そして，同時にその多様性の中に

みられる根本的な共通性についても強調し

ておきたいと思います。

過去についての地理学的研究である近代
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西欧の歴史地理学は， 1920-30年代に成立

しました。そして， 60年代半ばには，過去

の地理を再構成するだけではなく地理的な

変化を検討する確固たる研究分野として，

成熟の時を迎えました。

歴史地理学における「ダービ‘ー的な伝統」

は，資料に基づいた経験論的で，方法論的

にはプラグマティックな学風をもっていま

した。 しかし， 70年代初頭以降，現代を対

象とする地理学や社会科学一般における発

展によって，徐々に疑問を呈されるように

なってきました。

過去の地理を検討する歴史地理学は，現

在を対象とする地理学研究と関心の広がり

を共有しています。歴史地理学は地理学の

伝統的・ 「中心的」なテーマである地域や

場所，エリアについての関心だけではなく，

現代の地理学において「周辺的」なテーマ

であるエコロジカルな視点や立地の問題，

景観の概念も取り扱います。

歴史地理学という学問分野に属する多様

性に富んだ様々な研究は，一つの共通した

特徴を共有しています。それは，たとえ，

研究のありようが時間的・空間的に異なっ

ているとしても，彼らの地理的関心は，現

在ではなく，過去の或る時間や時代に注が

れている点であります。そして，この点に，

歴史地理学の本質が存在するのです。

歴史地理学研究には，時間的な変化もあ

りましたし，場所による違いもあります。

しかし，学問分野の核心部分で，幾つかの

基本的な連続性や類似性があるのです。そ

れゆえ，歴史地理学創立時のアイデアでも

今日，問題を考える際に役立つと思われま

す。

さて，今日の歴史地理学の一つの特徴と

して，歴史地理学の研究者間の交流の活発

化と，その結果としての歴史地理学研究の

国際化という現象があります。それらの交

流のうち，公式なものとしては，雑誌や研

究グループ，国際会議での交流があります

が，公式なルートを経ない交流も数多く存

在します。

この20年そこそこの間に，歴史地理学に

おいてローカルからインターナショナルな

ものまで多様な研究グループが生まれ成長

してきました。それらは歴史地理学のみな

らず，隣接する他の学問分野の研究者も巻

き込んできました。

歴史地理学者の国際親善と協力は疑いな

く望ましいものですが，それを達成するこ

とは，なかなか困難なことでもあります。

国際的な学術交流を実りあるものにするた

めには，研究哲学や方法論，技術について

の共通した関心だけでなく，農業移住や地

域経済の変容，世界システムの勃興といっ

た，より実際的な課題についての共通した

関心が必要でしょう。また，言葉の壁やイ

デオロギーの問題といった，交流の障害と

なるようなものもあります。

他の学問分野と同様に，歴史地理学の可

能性の射程は，歴史地理学を研究する人た

ちの交流や接触，討議や議論のいかんによ

っていると言えます。歴史地理学の研究は，

学問領域の拡大によって，より意味のある

ものとなるでしょう。

さて，私にとって，資料館で，未刊の古

文書をひもとき，その資料の解釈について，

議論を戦わせているときほど，楽しいとき

はありません。

何人かの研究者は，実は彼ら自身のため

であるのですが，過去を明らかにすること

が歴史家の使命である，と主張することに

よって， 自分の行為を正当化しようとして

います。自分の言葉と視点で過去を理解し

ようとすることは最初の使命です， しかし，

別の使命もあります。それは，過去を現在

という地点から解釈したり，研究者の世界
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だけで通用するようなものとするのではな

く，より広く一般社会において通用するよ

うな過去を構築する事です。

そして，最後に，歴史地理学を研究し，

叙述すること，さらに教えること，それ自

体が，必然的に歴史を作る過程そのもので

もあるのです。たとえ，それが象牙の塔の

内部で行われたことでも，歴史地理学の研

究営為そのものが，歴史自身の一部分なの

です。また，ある歴史地理学者たちは，彼

らの研究を広く社会に知らしめ，専門家と

一般の人々との間のずれを修正するという

問題があることを認め，対処するでしょう。

そして，その仕事がうまく言ったなら，そ

れは立派なことであると言えると思います。

ジャカルタ西郊都市タンゲランの

地域構造と変容過程

小長谷一之（昭和62年卒）

本日は、急速な都市化が進んでおります

ジャカルタ西郊のタンゲランという都市の

住宅開発のことを調べて参りましたのでご

報告したいと思います。

最初になぜアジアの都市に注目するかに

ついて述べさせていただきます。かつては

欧米社会の文明の象徴といわれていた大都

市の景観が、急速な第三世界の過剰都市化

によって第三世界都市においても現在の欧

米先進国と同規模のものが出現するように

なってきていますが、その場合に欧米先進

国の都市が経験している問題と類似の問題

が出てくるのか、違った問題が出てくるの

か、という点について考えてゆく必要があ

ると思います。

では、ジャカルタの都市構造についてご

説明したいと思います。 80年代まではジャ

カルタを中心とするDKI (ジャカルタ首

都特別地区）が首都画の範囲でしたが、 80

年代の終わり頃からもはやそれだけでは都

市問題・計画をさばくことができないという

ことで、新しい概念が求められるようにな

ってまいりました。それがJabotabek地域

（ジャカルタ＋南のボゴール＋西のタンゲ

ラン＋東のブサキ）といわれているもので、

ジャカルタと近隣諸県を一緒にしたジャカ

ルタ大都市圏であります。その中でも西に

隣接するタンゲランで急速な都市化が進ん

できております。

これまでの発展途上国都市論では都心部

の周辺にかなりの人口を吸収していたSqua

ttering Areaが形成されていることが指摘

されています（過剰都市化論の住宅面）。

ジャカルタではカンポン（＝村）と呼ばれ

ておりますが、中央政府の側でも外国から

の援助によりましてカンポン改良事業 (KI

P) を行っております。こういう形で一応形

式的にはカンポンが首都ジャカルタではか

なり改良されてきました。ただし、職場が

informal sectorであるという問題が多くの

人々にとってまだ解決しておらず、カンポ

ンが与えられた場合でもそれを売却して他

の都市へ行くという問題が発生しておりま

す。

さて今日お話をするところでありますが、

郊外では中間所得層向けの民間住宅地が急

速な勢いで発展しております。誤解を恐れ

ずに申しますと 60年代のわが国の郊外にタ

イムスリップしたような状況が生まれてき

ております。そうなってくるとグリフィン

＝フォードのラテンアメリカ都市について

モデルのような、中心部を取り囲むSquatt

ering Areaの形成という形から変化して、

違いはあるにしてもかつての先進国モデル

に漸近しているのではないだろうか。その

ことを調べてみたいと思いまして、タンゲ

ランに行ってきたわけです。
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まず、インドネシアにおける士地取得・

開発のプロセスについてお話ししたいと思

います。先進国と最も違う部分は、土地所

有、開発のプロセスにおいて国家・行政が

大きく関わってきているという点です。デ

イベロッパーは土地を取得して開発するの

に非常にたくさんの段階を経なければなり

ません。まずは自治体や各種の事務所から

principal licenceというものをもらいます。

そして、その次のlocationpermission (立

地許可）というものが最も重要でかつ事実

上意味があるものであります。これはイン

ドネシアの国土庁(BPN)の各地方部局から開

発の地域を選定してもらう、あるいはディ

ベロッパーの側から申し出ることもできま

すが、とにかく都市計画のグランドデザイ

ンに合致する用途地域を割り当て、許可を

もらう訳です。この許可をもらうこと自体

はそれほど難しいことではないのですが、

これをもらったら期限l年以内に25%、2年以

内にすべての土地を必ず取得するという義

務が課せられます。実際にはこれが遅れる

場合が多々あります。資金切れや交渉に時

間がかかる、投機目的などで期限が切れて

しまうことはありますが、会社名を変えた

り中央へ圧力を加えるなどの抜け道があり

ます。

次にbuildingcertificateを公共事業省

(PU)からもらって建築するわけですが、土

地の所有は正式にはlandcertificateをも

らうことによって確定します。

ここでもう一つ日本と違います点は、土

地の完全の私有権は認められていないこと

です。基本的には国家あるいは社会の所有

となりますが、国士のほとんどを占める個

人農家の土地には期限がなく所有権と変わ

らない訳です。プランテーションなどの商

業的利用には35年の土地使用権と20年の延

長権が与えられており、都市的士地利用の

場合も30年の使用権と 20年の延長権が与え

られております。

一方、これまでみてきたのは民間のもの

ですが、低所得者向けの公共住宅（ペルム

ナス）を国が供給しており、タンゲランで

もプミカラワチバルという名称の住宅地が

あります。その価格は、第一期は3500万Rp

と明らかに低所得者向けですが、第三期は

7000万Rpと高級なものに移ってきておりま

して、低価格者向けの住宅の供給という役

割はぼやけつつあります。

もう一点ですが、既存の市街地ではない

開発のなかった県下に独立のニュータウン

としての大規模開発が発展しております。

そのなかでもインドネシア最大のニュータ

ウンがBSD  (Bumi Serpong Damai =スル

ポン平安京）であります。なぜBSDがで

きたかというと、ここだけが大規模ゴムプ

ランテーションであり、一気にまとまった

土地をとることができたからであります。

これは非常に高級なもので2億から3億Rpの

ものになっておりますが、実際に4割ぐらい

は空き家で投機的保有に使われております。

ただしインドネシアはまだましなほうで、

30歳前後の中堅公務員が手取りで200万Rp

（日本では約20万円）で、さらに50歳前後の

公務員の幹部、大学教授で400万Rp (日本で

は約40万円）でありますが、住宅の価格は

4500万から2~3億Rp (日本では4500万から

2~3億円と考えると対応）となっておりま

す。つまり収入は日本より一桁多いのに対

し、価格の桁は日本と同じとなっておりま

す。インドネシアでは、 20代の後半ぐらい

からほとんどの人が持ち家を持つことがで

きます。逆にいいますとこれでわが国の士

地住宅問題がいかに失敗しているかが分か

っていただけるかと思います。
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研究室便り

く文学部の改組と地理学教室＞

成田孝三

昨年度会報（第6号）でお知らせしました

ように平成7年度に学部の改組が行われまし

たが，それに続いて8年度には懸案であった

大学院重点化が実現して，教育・研究の組

織が大きく変わりました。その良否は時間

をかけて評価されるでありましょうが，と

りあえず本会報ではどのように変化したか

を，地理学教室を中心としてお知らせして

おきます。

まず文学部の全教官が大学院文学研究科

に配置換えされ，同時に文学部兼担となり

ました。大学院には文献文化学，思想文化

学，歴史文化学，行動文化学，現代文化学

の5専攻がおかれ，行動文化学は，心理学，

言語学，社会学，地理学の4つの大講座によ

って構成されています。地理学大講座は昨

年度会報でお知らせしました通り，地理学

（成田・石川担当），地域環境学（石原担

当）環境動態論（金田担当），の3分野から

なっています。ただし学生は大講座に所属

しており，分野別に分かれてはおりません

し，演習等も従来同様全教官で行っており

ます。重点化に関連して変わった主要な点

は，従来助手に充当していた教官定員部分

を教授に振り替え新しい専攻や講座を設け

たこと，それに人文科学研究所教官の担当

による協力講座が加わったこと，それに対

応して文学研究科の入学定員が増え（修士

94名・博士55名が修士122名・博士59名とな

った），できる限り定員確保につとめるこ

と，年度毎の指導をきめ細かく行って課程

博士の育成に努力すること等であります。

ちなみに8年3月には文学研究科から 19名，

地理学教室からも初めて1名の課程博士が誕

生しました。

他方学部のほうは， 7年度に従来の4学科

（哲学，歴史学，文学，文化行動学）が人

文学科に統合されましたが，それは東洋文

献文化学，西洋文献文化学，思想文化学，

歴史文化学，行動文化学，現代文化学の6つ

の系に分けられています。さらに8年度から

の入学生に対しては，哲学基礎文化学，東

洋文化学，西洋文化学，歴史基礎文化学，

行動・環境文化学，基礎現代文化学の系区

分が適用されます。また，行動文化学系に

は心理学，言語学，社会学，地理学の4つの

専修がおかれています。そして平成7年度の

入学生からは， 2回生進学時に各系に分属し，

3回生進学時に各専修に所属することになり

ます。大学院地理学大講座所属の教官は主

として地理学専修の学生の教育を担当しま

す。これに対応させて，本年度から地理学

実習と英書講読を2回生履修可能科目としま

した。

最初にも申しましたようにこうした一連

の目まぐるしい改革がより良い成果を生む

かどうかは，時間をかけて評価されねばな

りませんが，少なくとも大学院重点化の実

を上げるためには，内外から広く優秀な学

生を集めることが必要です。同窓生諸氏の

ご協力をお願いする次第です。

く研究室の動静＞

本年度は17名の 3回生と 1名の新院生，

そして新しい事務の方として須見友美さん

を迎えました。簡単に自己紹介してもらい

ます。

【三回生l
赤松範明

出身は大阪です。趣味は音楽をきくことで

す。たまに競馬をやります。今年は語学を

そろえることを目標にしようと思っていま
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すe よろしくお願いします。

朝山博之

兵庫県の灘高校出身で，尼崎市より通学し

ています。体育会陸上競技部に所属し，主

に短距離種目をやっています。関心のある

研究分野は，集落の歴史地理です。古い町

並みを散策するのが好きなので。

安藤豊

泉谷洋平

一年後には，英独西 3言語の文書がスラス

ラ読めて，パソコンを自在に操れて，複雑

な数理モデルも完全に理解できるようにな

っていたい。けど実際はどうだか。いろい

ろお世話になります。よろしくお願いしま

す。

伊藤休一

歴史ある京大地理学教室に入れて頂き，恐

悦至極で御座います。大阪の辺境，寺内町

で少し知られた富田林から参りました。

「鄭」を愛する田舎者ですが，何とぞ宜敷

くお願い致します。

井上喜徳

兵庫県の姫路市出身の井上という者です。

自分でも何を考えているのかよく分からな

い変な人間です。ある日突然何をしでかす

か分からない不気味な存在ですが突然かみ

ついたりはしないのでよろしくお願いしま

す。

上村謙介

3回生になってやっと学校に来るという習

慣がついてきました。今までのようにサー

クルに行ったり遊びまわったりすることが

減るのは残念ですが好きで選んだ専門なの

で納得のいくまで追求したいと思います。

叶谷房子

サイクリングのサークルに所属しています。

峠を登っていく時の空が近づいてくる感じ

がうれしくて続けてきました。もちろん，

自分のペースで進めばこそ，空を見る余裕

も生じるのですが。自分のペースって大切

ですねェ。

川合大地

奈良県出身で奈良学園卒です。現在は，サ

イクリング部にいます。実家からの通学は，

1日の内 4時間も使ってしまい大変つらいで

す。あまり熱心に勉学するというタイプで

はないのですが，何かやりたい事をみつけ

たいです。

河野良平

なんとなく地理を専攻してしまって，先が

思いやられます。凝り性な性格ですが，勉

強にはあてはまらないようです。サッカー

とクラシック音楽をこよなく愛する男とし

てお見知りおきください。よろしく。

清水究吾

はじめまして。僕は今，ライフル射撃部と

いうところにいて，鉄砲を撃っています。

そのためかどうかは分かりませんが，地理

については全然勉強していません。こんな

僕ですがこれからもよろしくおねがいしま

す。

南部一寿

福井県から来ました。出身高校は藤島高校

です。中学の時から始めたサッカーをいま

だに飽きもせずにやっています。 1, 2回の

ツケがまわってきて，たいへんですが，今

年こそはがんばろうと思っています。
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平井博之

はじめまして。成田先生のゼミの平井です。

サイクリング部の主将をしています。休み

になれば自転車に乗って旅に出て，峠を攻

めたり山に登ったりしてきて，この 2年で

2万キロ走りました。テントで寝ること約

200日，不勉強な僕ですがよろしくお願いし

ます。

藤川こず恵

福岡県立修猷館高校の出身です。まだ地理

学の事は良く分かっていないし，ぽーっと

しているので失敗が多いかもしれませんが

皆さんどうぞよろしくお願いします。

古野美穂

大阪府出身です。現在部活動はしておりま

せんが，歩いたり自転車に乗ったり体を動

かすことが好きです。地理学で何ができる

のか，何に取り組むのかは具体的には決め

ていません。どうぞよろしくお願い申し上

げます。

山神達也

L4の自己紹介で公約したとおり準硬式野

球部の主将となり，あとは優勝することの

み。野球している時だけは薩摩隼人っぽい

が， 日頃はおとなしい。音楽はヘヴィメタ

系を好むが，なぜか谷村有美や森高千里も

けっこう好き。

横山ともみ

私は，広島県のノートルダム清心高校の出

身です。ハイマート合唱団に入って歌って

います。歌うことと，食べることが大好き

です。思ったより忙しくなりそうなので，

ちょっとビビッていますが，よろしくお願

いします。

【修士課程】

有留順子

奈良女子大学における 4年間の学生生活を

終え、今春よりここ京都大学で勉強させて

頂くことになりました。一日も早く新しい

生活に慣れるように努力していこうと思っ

ていますので、どうぞよろしくお願いしま

す。

【事務】

須見友美

事務を担当しております須見と申します。

自宅は、滋賀の大津です。近くには、瀬田

の唐橋や、石山寺があり環境は最高です。

週 3日は事務に専念し、週末はテニスで汗

を流したいと思っています。宜しくお願い

致します。

また，昨年度の学部卒業生，大学院生の

就職先，進学先は以下の通りです。

く学部卒業者＞

足立理 大学院文学研究科

岩田憲司 伊藤忠商事

遠藤元

柴田聖子

島崎郁司

曽田菜穂美

津田朋一

平井素子

松島文子

山村亜希

渡辺純

JR貨物

ジャストシステム

大学院文学研究科

東南アヅア研究センター研究生

三和銀行

積水化学

大学院人間・環境学研究科

大学院文学研究科

東京書籍

く修士課程修了者＞

中藤容子 滋賀県立琵琶湖博物館
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＜院生の研究状況の報告＞

昨年度の石川先生の提起を受けて，今回か

ら院生の研究状況をお知らせすることにな

りました。

PDl. 滝波章弘

現代南仏丘上集落のルネッサンスーバス

プロバンスのセヨンの例ー．史林76-5.751-

775 (1993) 

ツーリズム空間の同心円性と関係距離の

抽出ー横浜市立小学校家庭の家族旅行のデ

ータから一．人文地理46-2.121-143 (1994) 

ギド・プルーにみるパリのツーリズム空

間記述一雰囲気とモニュメントの対比ー．地

理学評論68-3.145-167(1995) 

プレッドの行動行列によるツーリスト行

動の分析．地理学評論69.未定(1996)

作文に表現される子供の世界一旅行世界

と日常世界の違い一．人文地理48.未定(199

6) 

D3. AVILA-TAPIES Rosalia 

Nueva perspectiva de las migraciones 

interiores espanolas.en Anales de Geo 

grafia de la Univ. Complutense.No. 13. 1 

11-126(1993) 

在日外国人と日本人の人口移動パターン

の比較分析ー大阪市生野区を事例として一．

人文地理47-2.62-76(1995)

D2. 米家泰作

吉野山村における近世前期の耕地経営一

川上郷井戸村を事例として一．史林77-1.11 

6-134 (1994) 

中世山村の境界と山地地形一土佐国大忍

荘楢山の名領域一．人文地理48-1.48-68 (19 

96) 

D2. 佐藤廉也

焼畑農耕システムにおける労働の季節配

分と多様化戦略．人文地理47-6.21-41(1995) 

D1. 堀健彦

八・九世紀伊剪神郡の再編成過程と領域

性ーその歴史地理学的試論ー．史林78-1.97 

-137 (1995) 

M2. 今里悟之

村落の宗教景観要素と社会構造一滋賀県

朽木村麻生を事例として一．人文地理47-5.

42-64 (1995) 

M2. 門井直哉

長門国府周辺施設の歴史地理学的考察．史

林79-2.135-150 (1996) 

M2. 祖田亮次

輪島市海士町の漁民集団ーその特質と持続

性の背景ー．人文地理48-2.未定 (1996)

く 19 9 6年度講義題目＞

＊講義＊

教授成田孝三地理学講義 I

＂ 石原潤地理学講義II

＊特殊講義＊

教授石原潤現代中国の地域研

究

助教授石川義孝先進世界における

わが国の人口移動

人環研足利健亮歴史地理学におけ

教授 る資料批判

II 金坂清則 地理学における「

地域」

総人 山田誠 日本近世都市の地

教授 理的諸相

理学部 岡田篤正 自然地理学

教授
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講師松本博之 文化地理学の諸問題

II 高橋誠一 古代日本の都市とその

周辺

＂ 高阪宏行 地理情報システム

の基礎

II 吉田伸之 日本近世都市社会

史論

＊演習 I* 
教授成田孝三地理学研究法 I

＂ 石原潤地理学研究法 II

助教授石川義孝地 理学 研究 法m

＊演習 Il* 
教授成田孝三人文地理学の諸問題

II 石原潤

助教授石川義孝

＊講読＊

教授成田孝三英語地理書講読

講師高橋正 フランス地理書講読

人環研豊田哲也 ドイツ地理書講読

助手

人文研石川偵浩 中国書講読

助手

＊実習＊

助教 授石川義孝地理学実習

講師森三紀

＊大学院演習＊

教授成田孝三地域の諸問題

＂ 石原潤

助教授石川義孝

事務局から

く地理学談話会 19 9 5年度会計報告＞

(1995年4 月 ~1996年3月）

【資金会計】 （単位：円）

収入年会費 315,542 

繰越金 409,749 

計 725,291 

支出 運営への振替 433, 129 

次年度への繰越 292,162 

計 725,291 

【運営費会計】

収入 資金会計からの 433,129 

振替

秋期懇親会会費 214,000 

春期懇親会会費 134,500 

計 781,629 

支出 秋期懇親会経費 209,900 

論文発表会経脅 179,475 

名簿印刷費 155,000 

会報等印刷費 41,910 

通信・文具等 180,743 

弔電 14,601 

計 781,629 

＜訃報＞

元地理学教室主任教授で本学名誉教授の

水津一朗先生が， 4月8日逝去されました。

享年73。

先生は，昭和21年京都帝国大学文学部を

卒業，大阪市立大学法文学部講師，文学部

助教授を経て，昭和34年4月京都大学文学部

助教授に就任，同46年教授に昇任，地理学

講座を担当されました。昭和63年定年によ
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り退官され，名誉教授の称号を受けられま

した。その間，昭和55年1月から58年1月ま

で文学部長として大学行政に尽力されまし

た。退官後は， 63年3月まで奈良大学文学部

教授，同年4月から平成6年3月まで同大学学

長を務められました。

先生の研究は，社会地理学，歴史地理学，

地理学史，位相地理学の諸分野に及んでお

り，近代地理学を確立したドイツ地理学を

基礎として，景観論と機能論を総合した地

域論を展開され，また古典的な地理学と20

世紀後半に台頭した計量地理学の止揚をめ

ざした位相地理学を提唱されました。主な

著書に『社会地理学の基礎問題』， 『社会

集団の生活空間』， 『ヨーロッパ村落研究』，

『地域の論理』， 『近代地理学の開拓者た

ち』， 『地域の構造』などがあります。

学界においては，昭和51年11月から55年

10月までと59年11月から61年10月まで通算

3期にわたって，人文地理学会会長を務めら

れたほか，昭和60年には史学研究会理事長

と日本学術会議会員にも選ばれ，学界の発

展に貢献されました。それらの功績により

勲二等が授与されました。ここに謹んでご

冥福をお祈りいたします。 （成田孝三）

前回の「会報」発行以降、水津先生の他，

次の方が亡くなられました。誰んでご冥福

をお祈りいたします。

確認分、括弧内の数字は卒業年、敬称略。

平川孝義 (S25) 

くお知らせ＞

以下の会員の住所が不明です。ご存

じの方は談話会事務局までご一報下さ

い。 （数字は卒業年、敬称略）

池内麟太郎 (S48)

石角強 (S45)

生田博文(S51)

今井平八(S19)

遠藤正雄(S53)

岩部敏夫(H3) 

岡本靖ー(S42)

小口 稔 (H 3) 

加藤典嗣(S63)

児玉高太郎(H2) 

新谷泰久(H2) 

鈴木伸国(S63)

田島渡 (S23) 

都子后 (S15) 

出原遵乗(S34)

西沢仁晴(S49)

野田茂夫(S36)

林 洋子(S40)

福田新一(S46)

堀 正 (S62) 

松本弘史(S58)

山下和久(S57)

山田（児玉）憲子(S45)

【編集後記】

会報の発行が遅れまして申し訳ございま

せん。しかし，大学改革の影響を受けてか，

内容は盛りだくさんになっているのではな

いでしょうか。寄稿して下さった方，紹介

を書いて下さった方ありがとうございまし

た。
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発行者地理学談話会
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